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要旨 

  

渦位診断に基づく指向流の解析により、National Centers for Environmental Prediction 

Global Forecast System（NCEP-GFS）モデルが 2008年台風 Fengshen の事例で大きな

進路予測誤差（過大な転向）を示した原因を調べた。本研究では、特に 2008 年６月 19 日

および 20日の 0000 UTC を初期時刻とする２つの予測結果を使用した。台風の循環場を除

去した 925－300hPa の間の深い層で平均した（DLM）指向流は、客観解析データにおい

て西または北西に向き、ベストトラックにおける連続的な西進および北西進を説明する。

しかし、予報された DLM指向流は、より北向きであった。台風の周囲においてバランスし

た指向流を診断するために、亜熱帯高気圧、モンスーントラフ、大陸高気圧、および中緯

度トラフに関連する４つの異なる渦位偏差を定義した。渦位解析の結果は、予測された指

向流の西向き成分の弱さが 500hPa 高度の分布に特徴づけられるように、主に南西方向に

過大に広がる亜熱帯高気圧と、過小評価された大陸高気圧に起因することを示した。モン

スーントラフに関連する指向流成分は、台風 Fengshen が解析と予報の両方で北へ転向す

るときに重要な役割を果たした。これによって、NCEP-GFSモデルにおける弱い西向き指

向流成分は、この台風の過大な転向をもたらした。 


